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Innovation
Outlook

フロンティア
領域

強化すべき
既存領域

フロンティア領域とは

◼ 『Innovation Outlook』にて“フロンティア領域等”を提案

フロンティア
領域

フロンティア
領域

フロンティア
領域

社会課題を取り巻く
動向の俯瞰調査

取組を
強化すべき

新たに
取り組むべき！
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フロンティア領域の抽出

◼取り組むべき領域を、価値・機能（F）基準で抽出。

◼優先的に取り組むべき『フロンティア領域等』を提案。また具体的な手段を例示。

1.解決すべき
社会課題（M）

2.社会課題を
取り巻く動向

3.取り組むべき
領域（F）

4. 具体的な
手段（T）

・・・・の実現

（価値・機能） （価値・機能）（価値・機能） （価値・機能）

（技術開発テーマ） （技術開発テーマ）（技術開発テーマ）

（将来市場予測、技術開発動向、各国の政策動向）
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誰もが無理なく
働き続けられる社会

基幹産業・技術の創成に
よる持続可能な社会

持続可能で自然に
やさしい社会

透明性・信頼性の
高い社会

強くてしなやかな社会

多様性を認め合える
全員参加型社会

誰もが健康で食事に
困らない社会

誰もが潜在能力を発揮し
自己の理想を実現できる社会

環境と調和した持続可能な
エネルギー社会 快適で活力に満ちた社会

物質循環による
持続可能な社会

誰もが自由で安全に
活動ができる社会

目指す社会像

社会課題（M）

取り組むべき領域（F）

資源枯渇/資源循環
サーキュラーエコノミー

健康/医療・
ヘルスケアエコノミー 持続可能な食料

システムの構築

廃棄物や気候変動問題
等の環境制約の解消

労働人口減少への対応

食料安全保障の強化

健康寿命の延伸

多様性・社会的包摂

自己理想の実現、
未開・限界への挑戦

社会需要に即した開発

食料の確保

物質循環経済

脱炭素・環境調和経済

基幹産業・技術の創成による
持続可能な社会の実現

PVの更なる導入

風力発電の洋上への展開

海外からの再
エネの調達

トランジション技術の活用
自然や社会との調和

定置用蓄電池の普及

水素および水素
キャリアの利用

エネルギー安全保障
のための貯蔵・備蓄

エネルギー貯蔵システ
ム導入のための施策

熱需要に対するCN化

輸送機器のCN化

CN化を促す制度
の導入・活用

エネルギーミックスに対応
した電力系統の構築

IT技術の積極的活用

地産地消の推進

環境影響物質の排出削減、
代替物質開発、モニタリング

製造プロセスの
エネルギー消費削減

CO2除去

就職者の確保 環境負荷低減

GHG削減

エネルギー等
の国内調達

DXの推進

生産性向上

食品ロス削減

健康・栄養 食糧需要供給
管理・予測

予防医療・
健康管理

障がいの克服・高
齢者の機能回復

個人情報保護・
社会需要性向上

個々人のやりが
い・意欲向上

人の能力を向上設計・製造
期間短縮

サプライチェーンでのデータ共有

完全無人運転

サプライチェーン、環
境に親和性高い材
料・部材への置換 エネルギー効率の

良い設備・機器

セキュア(信頼・堅牢)情報通信

自立可能(エネルギー・食
料など)なコンパクトシティ

量子・電子制御によ
り革新的な機能を発
現するマテリアル

高度な機能発現を
可能とするマテリアル

革新的なエネルギー変換
を可能とするマテリアル

マテリアルの高度循環
のための基盤技術

大気中のCO2除去

開発・生産プロセスの
高度化

持続可能な自
然資本の維持

環境負荷の低
減、環境浄化

環境モニタリングによ
る状態可視化

新しいモダリティー
によるヘルスケア

CNエネルギーの
十分な量の確保

活動の脱炭素化
カーボンニュートラル

生物多様性/環境保全・
ネイチャーポジティブ

レジリエントな
社会・情報インフラ

CNエネルギーの
価値向上

エネルギー利用時のCN化

スマートなエネルギー
ネットワークの構築

エネルギー脱炭素
化・強靱化

自然共生持続可能
/自律分散社会

資源需要と地政学的な
リスクの高まりに対応する
ための資源安定確保

カーボンリサイクル(炭酸
塩・コンクリート分野)

変動性再エネ最大活用の
ための長期エネルギー貯蔵

ベースメタル
リサイクル

化学品炭素源の
化石資源からの
抜本的な転換

ヘルスフードテック
自動化・省人化・
デジタル化

社会インフラの
モニタリング・予測基盤

化石原料から
再生可能原料
への転換

生体や環境の
高度センシング
及び制御

省電力・高速情報処理
地下未利用資源
の活用

極限マテリアル

スマート農業

森林資源循環利用

この外に具体的手段（T）

Innovation Outlookで提案するフロンティア領域等
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フロンティア領域においてイノベーション戦略を策定

◼ “フロンティア領域等”において、
研究開発から社会実装までの道筋を描く『イノベーション戦略』を策定

フロンティア
領域

フロンティア
領域

フロンティア
領域

フロンティア
領域

強化すべき
既存領域

強化すべき
既存領域

フロンティア領域

解
決
策

解
決
策

解
決
策

イノベーション
戦略

解決策の検討
→ 実現への道筋・シナリオ

Innovation
Outlook
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イノベーション戦略策定におけるRFIの役割

◼ RFI*や先導研究プログラムを通じて、アジャイルに見直すことで、イノベーションの実
現を目指す。

フロンティア
領域

フロンティア
領域

フロンティア
領域

フロンティア
領域

強化すべき
既存領域

強化すべき
既存領域

フロンティア領域

解
決
策

解
決
策

イノベーション
戦略（案）

イノベーション
戦略（案）

フロンティア領域

解
決
策

解
決
策

フロンティア領域

解
決
策

解
決
策

PD

PD

PD

解
決
策

解
決
策

イノベーション
戦略

フロンティア領域
解
決
策

解
決
策

フロンティア領域
解
決
策

解
決
策

PD

PD

Innovation
Outlook

イノベーション
戦略

ナショナル
プロジェクト

ナショナル
プロジェクト

民間
プロジェクト

産業界・アカデミア

RFI 先導研究プログラム

アジャイルな見直し

*RFI：Request For Information
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情報提供依頼（RFI）スケジュール
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（注）政府方針の変更等により、本事業にかかる
公募内容や時期等を変更する場合があります。

情報提供依頼
(RFI)

技術問題を解決する
シーズの情報収集

政策
ニーズ

技術
戦略
ニーズ

技
術
課
題
の
検
討

公
募
予
告

先
導
研
究
公
募

採
択
審
査

事
業
実
施

課
題
決
定
・
公
表

採
択
決
定

※予算閣議決定以降

１年目
事業終了

7月１日～８月29日正午 12月下旬 1月下旬頃 ３月末

2025年 2026年 2027年
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◆ 新産業の創出に向けて（産業技術分野）

✓ 本事業は、将来的なポテンシャルが非常に高い一方で、技術や市場の不確実
性が大きく、民間企業単独では取り組みにくい「フロンティア領域※」に焦点
を当てています。

✓ このような領域に対して、NEDOが先導的に支援を行うことで、イノベー
ション創出の加速とエコシステムの構築を目指しております。

✓ フロンティア領域に関連する技術分野についてアイデアの募集を行い、提供
された情報を通じて領域を精査し、重点的に取り組むフロンティア領域およ
び研究開発課題の選定を行います。技術シーズのご提供をお願いします。

※将来的なポテンシャルが大きい一方で、技術開発や市場の不確実性といったリスク
の高さ、巨額の研究開発設備投資の必要性などの理由で、国としては重点投資してい
きたいにもかかわらず、個社だけでは投資が進みにくい領域。
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RFIで期待する技術シーズの領域
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フロンティア領域 フロンティア領域に関連する技術

次世代スマートデジタルアーキテクチャ
(速さと省エネの両立)*1

AI×Robotによる生産性革新*2

地下未利用資源の活用

長期エネルギー貯蔵

環境・生体の高度センシング及び制御

極限マテリアル

省エネ型AIコンピューティング

その他

AI融合技術

次世代ロボティクス
(産業、サービス、フィールド（海中）など)

フォトニクス*3

量子（センシング、通信）

ブレイン／ニューロテック

リビングマテリアル

バイオセンサ

天然水素

次世代地熱

蓄電・蓄熱
海洋におけるCO2回収・固定

(Direct Ocean Captureなど)

森林資源循環利用技術

ヘルスフードテック

高温超電導導体

パワーレーザー

マイクロバイオーム

リビングデバイス

*1、*2：Innovation Outlookでは、それぞれ、「省電力・高速情報処理」、「自動化・省人化・デジタル化」と記載

*3：「フォトニクス」には、レーザーデバイス・材料、レーザー加工、光集積技術、光コンピューティング、テラヘルツ、センシングなどを含む


